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研究成果の概要（和文）：視覚表象の分析における＜アクチュアル＞概念の理論的・実践的射程

を、映画、写真、マンガなどの具体的な事例にもとづいてあきらかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：This study clarified the theoretical and practical range of the 
notion of the <Actual> in the analysis of visual representation, on the basis of specific 
cases of cinema, photography and comics.  
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、平成１６年度から１８年度にか
けて科学研究費助成金を受けておこなわれ
た「視覚表象における「リアル」の研究」の
成果をふまえ、さらに現代的なメディアのあ
りかたや、９０年代以降のあらたな理論的展
開を見据えて、発展的に研究を深化しようと
するものとして開始した。 
 
 「リアル」の概念は「真理」や「真実性」
といった概念と密接な関係にあって、「崇高」
や「表象不可能性」といった問題系との関わ
りにおいて論議された。時にはそれはリオタ

ールらのポスト・モダン論争の理論的発展に
基づくものであり、時にはジジェク派におけ
るようにラカンのいわゆる「想像界」に対立
する概念としての「現実界」としての「リア
ル」として問題化された。 
 
 しかし、世紀の転換期における急激なグロ
ーバリゼーションと IT メディアの進展は、
これらの西洋思想の根底における脱＝構築
的な読解をいわば映像的事実として突きつ
けるかのように、リアルタイムにおける現実
の再現表象という問題を、切実な課題として
提示するに至った。それによって視覚表象の
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分析研究は、しばしば実践的なメディア・ス
タディーズやカルチュラル・スタディーズに
よってとって代わられようとしている。けれ
ども、それらの実践的な研究でさえ、われわ
れが「リアル」の研究で明らかにしたような
記号学の限界とそれを超えようとする理論
的な探究なくしては、きわめて不十分なもの
となろう。それらの展開は言わば表象論的な
転回なくしては空虚なものにとどまるであ
ろう。 
 
 このような観点から本研究では、古くはダ
ヴィッドの「ナポレオンの戴冠」やジェリコ
ー「メデューズ号の筏」に見られるようなメ
ディア的側面を有する絵画芸術から、９・１
１の世界貿易センタービル崩壊のイメージ
のように世界中に同時配信される映像の問
題にまでひろくかかわる問題系を扱うもの
となった。すなわち、より「事実性」あるい
は「現在性」といった問題に結びつく「アク
チュアル」という概念を中心的課題として据
え、映画、写真、絵画、マンガといった視覚
表象におけるもうひとつの「リアル」の問題
を、理論的、歴史的かつ作品論的に探究する
ものである。 
 
 
２．研究の目的 
そのために、一方では、グッドマンやウォル
トンといった理論家によるミメーシス批判
的な議論や、ディディ＝ユベルマン、ジャン
＝リュック・ナンシーといったポスト構造主
義以降の理論的展開を総括しつつ、カルチュ
ラル・スタディ－ズやメディア・スタディー
ズの近年の成果をふまえた個別論を探究す
る必要がある。また、その一方で、現実の事
件に取材しつつドキュメンタリー的なフィ
クション映画という一見すると矛盾を孕ん
だ実験的作品行為を志向しようとする是枝
裕和や、かつての社会的なアンガージュマン
とは別のかたちでの世界との直接的な関わ
りを志向しようとするドキュメンタリー映
画作家たちをとりあげることによって、デジ
タル時代のメディアと「アクチュアル」の美
学の問題点を明らかにすることを目的とし
た。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、平成８年度に開設され１８年に
は比較文化論・表象文化論コースとして拡充
された山形大学人文学部表象文化論コース
のスタッフと、哲学・思想・批評理論を専門
とする研究者との共同研究として実施され
た。 
 具体的な視覚表象（特に映画や写真あるい
はマンガ）を研究する研究者と、美学や哲学
と美術史を専門とする研究者が情報を提供

し合い、理論的探究と具体的作品分析を相互
的に検証することによって、従来の個別領域
での研究において時に露呈しがちであった
限界を超えて、理論的考察と実践的分析の融
合を目指すものとなった。 
 
 
４．研究成果 
 平成１９年度は、本研究課題の第一年次に
あたり、特に三年間の研究の基盤となるべき
文献資料および映像資料の収集につとめ、そ
れぞれの分担領域における研究を進めた。阿
部宏慈は、本研究に先立つ＜リアル＞の研究
の成果を報告書にまとめるとともに、１０月
開催の山形国際ドキュメンタリー映画祭お
よび平成２０年２月開催の北アイルランド
映画祭に参加し、ドキュメンタリー映画作家
やプロデューサーと対談、討議をおこない、
ドキュメンタリー映画における「アクチュア
ル」の問題の研究を進めた。また１０月の本
科研費研究会では「リアルからアクチュアル
へ」と題して、１２月には岩手大学文学理論
研究会において「ディディ＝ユベルマンと表
象不可能性の問題をめぐって」と題して発表
をおこなった。中村三春は、「意味から強度
へ」のテーマに基づき、表象におけるアクチ
ュアルな要素の追究を、日本文学を原作とす
る映画作品の分析によって推進した。大河内
昌は現代ロマン主義批評における政治性の
問題を研究した。清塚邦彦は、K・L・ウォル
トンの写真論を手がかりにしながら、写真画
像の虚構性と現実性に関する検討を行い、日
本記号学会において研究発表を行った。また、
それと並行して、現代の分析哲学における虚
構概念に関する一連の先行研究について、包
括的な検討作業を行った。阿部成樹は革命期
の美術を中心に、身体表象と政治の問題を考
究した。中村唯史は日本のマンガおよび近現
代の演劇に関する文献・視聴覚資料を収集し、
特に後者について基礎的な考察を試みた。３
月１９日には、本年度の総括のための研究会
を開催し、本年度の研究成果について意見交
換をおこなうとともに、第二年度の研究計画
の策定をおこなった。 
 
 平成２０年度は、前年度に収集した資料に
もとづき研究を継続した。まず年度初めの 4
月には今年度の研究を進めるための研究会
を開催し、中村唯史が演劇における「アクチ
ュアル」の問題をめぐって発表をおこない、
議論を深めた。阿部宏慈は研究代表者として
全体の統括をおこなうとともに、ドキュメン
タリー映画における「アクチュアル」の問題
を研究するため、4 月にニヨン（スイス）で
おこなわれた国際ドキュメンタリー映画祭
に参加し、作品の資料を収集し、各地の映画
祭のディレクター、映画作家、研究者等と討



 

 

議をおこなった。大河内昌は「崇高」美学の
問題と「アクチュアリティー」の関係につい
ての理論的研究をすすめ、ジェーン・オース
ティンに関する研究においてさらにそれを
展開した。清塚邦彦は、写真的なリアリティ
ーとアクチュアリティーの問題を、視覚表象
における「虚構性」の問題系との関係におい
て研究を進めた。阿部成樹は、絵画における
アクチュアリティーと身体性の問題の研究
を進めるとともに、1920 年代から 30 年代フ
ランスにおける美術史と批評の問題の検討
をさらに進めた。中村三春は日本映画と文学
作品との比較研究によって「アクチュアル」
の問題をさぐり、特にロマン・ロランの第一
次世界大戦時の作品を映画化した今井正の
「また逢う日まで」が持ちえたアクチュアリ
ティーに関する研究を１月の研究会での議
論に付し、研究の深化に貢献した。阿部宏慈
は本研究の成果を活かして山形国際ドキュ
メンタリー映画祭の運営に関し積極的に関
与するとともに、東北大学における「ナラテ
ィヴ・メディア研究会」でゲスト・スピーカ
ーとして成果を発表した。 
 
 平成２１年度は研究の最終年度にあたり、
前年度に収集した資料にもとづき研究を継
続した。まず年度当初に、本年度の研究計画
を確認し、それぞれの分担領域において前年
度に引き続いて研究をおこなった。阿部宏慈
は研究代表者として全体の統括をおこなう
とともに、ドキュメンタリー映画における
「アクチュアル」の問題を研究をすすめ、山
形国際ドキュメンタリー映画祭のインター
ナショナル・コンペティション部門の審査を
はじめ、各種の企画の運営などにかかわった。
また、京都大学附属博物館で開催された科学
映像をめぐる研究シンポジウムに参加し、ド
キュメンタリー映画祭での研究成果の一部
を発表した。清塚邦彦は、昨年度は分析哲学
の立場からする一連のフィクション論につ
いて理論的な総括を行うことで、視覚表象の
アクチュアリティを考えるための枠組みの
整備を行った。その上で、これまでの研究成
果とあわせて著書を刊行した。阿部成樹は、
絵画におけるアクチュアリティーと身体性
の問題の研究を進めるとともに、1920 年代か
ら 30 年代フランスにおける美術史と批評の
問題の検討をさらに進めた。中村唯史は、演
劇とマンガにおけるアクチュアリティーの
問題の研究をさらにすすめた。中村三春は有
島武郎・宮澤賢治・横光利一などの小説テク
ストを、その内部における表現様式や映像性
などの観点から追究し、あわせて同時代の諸
媒体との関わりにおいて〈アクチュアル〉の
点から解明した。これらの研究成果の一部を
平成２２年度の人文学部大学院文化システ
ム研究科研究紀要などで公刊の予定である。 
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